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呉錦堂を語る会通信

呉錦堂の事績並びに、親族ほか関係する人名を知る上で、楊壽彭編集『浙慈 呉錦堂先生六旬榮壽録』(19

14年発行)と同氏編集『呉錦堂先生哀思録』（1926年発行）は、どちらも、この上ない貴重な情報を提供して

くれます。『榮壽録』については、本通信第35、36、37号で取り上げました。引き続き、本第39号で、『哀

思録』を取り上げます。使用資料は神戸華僑歴史博物館所蔵です。

まず、当頁で、全体(79頁)を概観します。続いて、第２、３頁に「序言」の原文を掲載し、現代日本語訳

を併記しました。第４頁では、下の枠内、朱傍線の３カ所について補足しています。（編集委員 橘 雄三)

大正15年(1926年)1月14日逝去『呉錦堂先生哀思録』紹介

松海別荘を出る霊柩車

門の対聯は「昔年東渡成今日 一旦西帰作古人」

なお、この頁の画像二葉は、いずれも、『哀思録』

より転載しました

（
以
下
略
）
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績
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先
生
は
古
希
を
す
ぎ
、

舞
子
の
浜
に
隠
棲
し
て

い
ま
し
た
。
門
は
高
い
松
に
対
し
、

楼
は
大
海
を
見
下
ろ
し
て
い
ま
す
。

一
家
の
内
は
、
上
は
和
や
か
で
下

は
睦
ま
じ
く
、
子
ど
も
は
親
孝
行

で
孫
は
賢
く
、
み
ん
な
な
ご
や
か

で
す
。
壬
戌
（
大
正
十
一
年
、
一

九
二
二
年
）
の
春
、
先
生
は
重
病

を
患
い
ま
し
た
が
、
回
復
し
ま
し

た
。
天
の
恵
み
の
盛
ん
な
こ
と
の

証
し
で
、
大
徳
に
よ
る
も
の
と
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

先
生
は
い
つ
も
、
国
家
の
こ
と

を
心
に
か
け
、
興
利
、
勧
学
、
企
業
な
ど
多

く
の
遠
大
な
計
画
に
お
い
て
、
そ
の
思
い
は

以
前
と
同
じ
よ
う
に
盛
大
で
、
（
今
ま
で
や
っ

て
来
た
仕
事
に
）
ま
だ
満
足
で
な
く
、
心
は

緊
張
し
、
な
お
安
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
生
の
気
力
は
普
通
人
に
は
る
か
に
勝
っ
て

い
て
、
ま
さ
に
、
天
の
賜
る
大
福
に
よ
り
、

よ
く
、
百
歳
ま
で
長
生
き
さ
れ
る
と
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
あ
に
は
か
ら
ん
や
、
訃
報
が

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
哲
人
は
亡
く
な
ら
れ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
あ
、
な

ん
と
悲
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
も
な
お
、
思
い
起
こ
し
ま
す
。
今

春
、
元
旦
の
翌
日
、
私
は
上
筒
井
の
別

邸
に
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。
お
見
か
け

し
た
と
こ
ろ
、
元
気
は
つ
ら
つ
と
さ
れ
、

話
は
次
々
と
は
ず
み
、
三
校
の
合
併
、

新
た
な
義
荘
建
設
な
ど
の
計
画
に
つ
い

て
、
懇
ろ
に
下
問
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
併
せ
て
、
先
生
は
私
に
、
辛
酸
を

な
め
、
努
め
て
難
事
を
な
し
、
退
こ
う
な
ど

と
考
え
る
な
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

十
日
も
せ
ず
、
突
然
、
ご
家
族
か
ら
、
先

生
が
重
病
と
の
お
電
話
を
受
け
、
私
は
愕
然

と
し
ま
し
た
。
即
刻
、
先
生
宅
へ
馳
せ
参
じ
、

先
生
が
急
性
肺
炎
に
罹
ら
れ
た
と
知
り
ま
し

た
。
す
で
に
、
新
暦
正
月
六
日
に
発
病
し
、

初
め
、
寒
気
と
熱
気
が
去
来
、
す
ぐ
に
、
主

治
医
佐
野
譽
医
師
及
び
京
都
前
医
科
大
学
校

長
中
西
龜
太
郎
博
士
並
び
に
、
兵
庫
県
県
立

病
院
長
西
廣
吉
博
士
に
来
診
を
請
い
、
診
療

を
受
け
ま
し
た
。

当頁、及び次頁に、『呉錦堂先生哀思録』の「序言」を取り上げました。ところで、本通信第35、36、37号

に、『浙慈 呉錦堂先生六旬榮壽録』の「序」と「壽言」を掲載いたしましたが、『榮壽録』と『哀思録』に

おいて、呉錦堂の事績を述べるくだりで、多く、重複がみられます。よって、『哀思録』「序言」について、

重複する記述が多い箇所は省き、最後の部分のみを取り上げました。ご諒承願います。また、現代日本語訳に

ついて、編集委員の力不足で、不適切な箇所が多々あるかと思います。ご叱正願います。

なお、縦書きですから、枠内の先頭番号１、２の位置から左へ読み進めてください。 （編集委員 橘 雄三)

上
の
写
真
、
背
景
は
移
情
閣
。
長
男
啓
藩
と
五
人

の
孫
た
ち
で
す
。
一
九
二
二
、
三
年
頃
の
撮
影
で

す
。
呉
伯
瑄
氏
所
蔵

『呉錦堂先生哀思録』「序言」

１

（
３
頁
へ
続
く
）
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病
は
日
を
追
っ
て
重
く
な
り
、
十
一
日
に

至
り
、
ほ
と
ん
ど
危
険
な
状
態
に
瀕
し
、
リ

ン
ゲ
ル
注
射
を
し
、
少
し
意
識
は
戻
り
ま
し
た
が
、
十

四
日
午
後
五
時
二
十
五
分
、
に
わ
か
に
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
あ
あ
、
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
け
れ

ど
も
、
な
お
、
心
残
り
で
あ
る
の
は
、
先
生
の
今
わ
の

際
に
、
病
人
を
絶
対
安
静
に
さ
せ
る
よ
う
命
じ
る
医
者

に
押
し
と
ど
め
ら
れ
、
い
さ
さ
か
も
、
ご
尊
顔
を
拝
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

思
い
起
こ
す
に
、
壬
戌
の
歳
（
大
正
十
一
年
、
一
九

二
二
年
）
、
先
生
の
病
が
極
め
て
重
篤
な
時
、
先
生
は

家
人
に
命
じ
、
電
話
で
私
を
舞
子
の
別
荘
に
呼
び
寄
せ

ま
し
た
。
私
は
日
中
ず
っ
と
、
ベ
ッ
ド
の
傍
ら
に
つ
い

て
看
護
を
し
ま
し
た
。
先
生
は
私
の
手
を
執
っ
て
ね
ん

ご
ろ
に
別
れ
を
告
げ
、
家
の
こ
と
が
心
配
な
の
で
、
休

み
の
手
す
き
の
時
に
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、
家
の
様
子
を

見
に
来
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、

天
の
助
け
が
あ
り
、
善
人
の
先
生
は
危
険
な
状
態
を
切

り
抜
け
ま
し
た
。
今
も
な
お
こ
の
壬
戌
の
春
の
こ
と
を

思
い
出
し
、
先
生
の
お
言
葉
が
亡
く
な
り
、
ま
だ
時
間

が
た
っ
て
い
な
い
の
に
、
幾
重
も
の
幃
（
と
ば
り
）
が

降
り
て
い
る
よ
う
に
、
ま
だ
、
最
後
の
お
別
れ
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
悲
し
い
こ
と
で
す
。

不
肖
私
、
謹
ん
で
日
頃
見
聞
き
し
て
い
る
先
生
の
事

績
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
、
（
ふ
る
さ
と

慈
渓
の
）
福
郷
の
碑
文
も
と
り
あ
げ
、
併
せ
て
、
先
生

の
遺
墨
、
詩
文
数
首
、
追
悼
会
当
日
の
親
友
の
祭
文
、

誄(

る
い)

文
、
輓
聯(

ば
ん
れ
ん)

な
ど
の
優
れ
た
文
章

を
収
録
し
ま
し
た
。
そ
の
文
章
は
光
り
輝
き
、
悲
し
み

は
人
の
心
を
う
ち
ま
す
。
ま
さ
し
く
、
先
生
の
功
徳
、

人
柄
に
、
誰
も
み
な
同
じ
く
、
感
慨
は
ひ
と
し
お
で
す
。

こ
こ
に
、
こ
れ
等
を
編
纂
し
、
哀
悼
の
意
を
し
る
し
、

序
と
い
た
し
ま
す
。

中
華
民
國
十
五
年
二
月

嶺
南
楊
壽
彭
謹
識

『呉錦堂先生哀思録』「序言」（続）

２

移情閣前、神明国道に並ぶ出殯の行列

『哀思録』より転載

（
２
頁
よ
り
続
く
）



呉錦堂は大正15年（1926年）1月14日、籠池の別

宅で亡くなりました。満70歳。告別式は松海別荘で

執り行われ、ここで納棺。そのあと、霊柩車で、棺

は中華義荘へ。日を改めて、２月７日、３６団体の

発起で、中華会館で追悼会が開催されました。

下の写真は、『哀思録』掲載写真、九枚の最初の

一枚で、「呉公遺族告別式紀念撮影」と注記があり

ます。真ん中は、長男啓藩と孫たちです。啓藩の右

となりの白い服装の女性は、呉錦堂夫人（丁氏）と

思われます。

下の写真は、同じく、『哀思録』掲載の一枚で、

「追悼會職員撮影」と注記があります。背景の建物

から、会場が中華会館であったことがわかります。

『哀思録』の価値の一つは、呉錦堂の親族を知る

上で貴重な情報を提供してくれていることです。特

に、「八 輓聯輓幛」の其二～其十二に名があがる

「姪」、「甥」、「内姪」、「外孫」たちです。山

口政子論文「在神華僑呉錦堂（1854－1926）につい

て」（1983年）、並びに神戸華僑歴史博物館「陳徳

仁コレクション」に含まれる呉錦堂の系図も、これ

によるところが大きいと推察いたします。

ところで、原文中の「姪」、「甥」の意味は、日

本語の姪（めい）、甥（おい）と異なり、「姪」は

兄弟の息子を、「甥」は姉妹の息子を指しています。

諸橋『大漢和辞典』には、更に詳細な記述がありま

すが、この箇所の現代日本語訳としては、「姪」

「甥」共に甥（おい）と結論いたします。

『哀思録』「七 祭文 誄文 弔詞」に、華僑、

ならびに、華僑関係の団体に混じって、其四十一

兵庫縣明石中學校長山内佐太郎とあります。弔詞の

文句は次の通りです。

「兵庫縣明石中學校職員生徒一同ハ 大人呉錦堂

翁ノ逝去ヲ痛惜シ誠ニ哀悼ノ情ニ堪ヘズ其生前ニ於

ケル本校教育ヲ賛助セラレタル芳志ヲ感謝シ學校長

ハ職員生徒ヲ代表シ茲ニ香華一對ヲ献シ謹ミテ敬悼

ノ誠心ヲ表ス」

ところで、「生前ニ於ケル本校教育ヲ賛助セラレ

タル芳志」とは具体的に何を言うのでしょうか。

明石中学は1923年4月に開校しました。その反響

は大きく、第一回入学志願者は県内広く集まり、な

かでも、神戸市は、１市で３分の１強を占め、地元

は、明石市に明石郡を加えても２割ほどでした。

当時、呉錦堂は明石の桜町を中心に土地を所有し、

このような状況での明石中学の設立に大きな関心を

持っていたと思われます。その一つの証拠に、呉錦

堂の孫５人（伯瑛、伯瑞、伯球、伯琮、伯瑄）が明

石中学に学んでいます。

明石市史によりますと、「設立にあたって多くの

篤志者から三十万円の寄付金が集まった。本市出身

の中部幾次郎（大洋漁業株式会社社長）は、その半

額十五万円を寄付した。（中略）中部幾次郎・多木

粂次郎ら多数有志の数次にわたる費用の寄付によっ

て校舎の新築増築がなされました」とあります。具

体的に名前が出てくるのはこの二人です。中部幾次

郎は明石公園の入り口に銅像となって立っておりま

す。多木粂次郎は加古川市にある、現・多木化学

(株)の創業者です。

奉加帳をぜひ見たいものです。
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ここでは、第一頁の枠内朱傍線三つについて補足いたします。 （編集委員 橘雄三）

『呉錦堂先生哀思録』補遺

《１．告別式並びに追悼会の写真》

《３．明石中学校長山内佐太郎の弔詞から思うこと》

《２．『呉錦堂先生哀思録』記載の続柄及び親族名》


